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】M常
民

ー
そ
の
原
作
者
の
問
題
に
つ

い
て
l

相

内

武

千

雄

パ
一
フ
ッ
ツ
ォ
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ピ
ッ
テ
ィ
（E
－R
S
E
E

）
は
‘
ブ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
誇
る
幾
多
の
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
ル
ス
テ
ィ
カ
官
版
の
う
ち
、
最
も
一
録
証
な
も
の
と
し

て
世
に
著
れ
て
ゐ
る
。
肢
に
夙
く
）
グ
ァ
サl
リ
は
「
之
以
上
見
る
べ
き
債
値
が
あ
っ
て
抗
麗
な
も
の
は
、
ト
ス
カ
l

ナ
地
方
の
建
物
の
な
か
で
は
見
出
す
こ

｛
一
｝

と
が
出
来
な
い
」
程
で
あ
る
と
な
し
、
叉
‘
彼
と
同
時
代
の
史
家
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
リ
も
「
こ
の
首
時
迄
に
一
介
の
私
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
の
な
か
で

（
一
一
）

は
、
他
の
ど
れ
よ
り
も
麓
か
に
宏
大
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
近
く
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
大
司
祭
、
ヤ
コ
プ

プ
ル
ク
ハ
ル
ト

（
一
一
一
｝

ピ
ヅ
テ
ィ
を
一
評
す
る
に
「
私
人
の
治
管
が
世
に
顛
示
し
た
最
大
の
野
心
」
な

も
、
私
人
の
名
響
心
の
建
築
迭
管
に
現
れ
た
も
の
の
維
と
し
て
、
パ
ラ
ザ
ツ
ォ

る
詞
を
以
で
し
た
の
で
あ
る
。
窪
に
こ
の
詞
は
車
な
る
形
努
で
は
な
く
、
そ
の
い
ふ
如
く
で
あ
っ
た
。

建
築
主
ル
カ
ピ
ヅ
テ
ィ
（
F
R
m
E
E
H
ω

む
印l
l
H
h
N）
は
一
四
三
C
年
代
、
漸
く
勢
力
を
増
し
て
ゆ
き
、
殊
に
一
四
五
八
年
の
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
の
市
政
改

革
以
後
は
、
そ
の
聾
望
日
に
増
し
騰
り
、
透
に
コ
シ
モ
デ
メ
デ
ィ
チ
を
眠
時
到
す
る
権
勢
を
振
ふ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
時
に
首
っ
て
、
彼
の
宮

（
四
｝

殿
の
工
を
起
し
た
こ
と
は
、
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
リ
の
記
す
如
く
で
あ
る
。
こ
の
建
築
に
つ
い
て
、
ア
ム
ミ
ラ

1

ト
は
「
彼
が
そ
の
宮
殿
を
以
て
、
コ
シ
モ
の
宮
殿

を
凌
が
う
と
志
し
た
こ
と
は
、
少
し
も
疑
を
容
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
コ
シ
モ
の
勢
力
に
鈎
し
て
、
ル
ヵ
は
こ
の
建
物
の
宏
大
を
以
て
、
益
々
、
競
争
相
手



｛
五
｝

と
し
て
の
姿
を
現
ず
に
至
っ
た
」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

註

〈
2
2
r

＝
F
0
4
－z
＝

u
u
o
g
g
n
r
o
〉
g
m
ω
σ。
＝

U
H
O
H
h
w
σ
o

ロ
ω
σ
B
o
z
o－σ
ロ
ロ

m
g

色
白

σ
R
E
H
B
R臼
宮
ロ
〉
R
E
C
w
z
o
p回
E
v
m
c
m
円
ロ
ロ
仏
冨
色
白
同
＝H
H
H・ω
ωロ
仏
－

U
目
白
山
仲
色
目
。
旦
聞
の

F
g
k
戸
目
立
Z
H
a
oロ
ロ
ロ
仏
回
E
E
m
c
o円
安
協
同
町
・
一
『
丸
岡
同
町
ロ
ロ

a
o円
仲
田
－t
σ
O
B
O
R件
ロ
・
m
wロ

m
O
B
R
E
d『O
ロ

K
F仏O
】
同
のO
洋
町
のH
H
O
羽
田
E
・
曲
－

H
ω
ω・

二
宮
R
E
S

色
即
日
呂
田
仲
良
S
m
O
R
E
E
0
・
E
2
5
0
・
2
5
t
E

句
”
ロ
Z
・
ぐ
H
F
匂
・
ロ
コ
・

思
ぴ
氏
自
主
回
日
目
8

。
∞
2

ロ
o
ロ
g
n
H
M
r
z
s・白
－
u
o
u・
多
賀
善
彦
語
、
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
り
つ
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
史
」
下
径
二
O
O
頁

三
官
g
σ

回
肖
n
E
R
a
f

の
g
n
v
k
v
g
a
a
m
g
丘
町
m
g
B
E
H
E
H
M
O
Pア
〉
ロ
P
H

由
民
（
口
君
。
円
削
昆

2
0

〉
ロ
出
向m
o
）
由
・
口
・

四
冨

m
wの
宮
内
定
。EH
m
b

・
。
．
、

マ
キ
ア
グ
エ
ル
リ
は
一
四
五
八
年
の
改
革
を
紋
し
た
後
ち
に
、
次
の
如
く
報
じ
て
ゐ
る
。
「
彼
（
ル
カ
）
の
専
横
振
り
は
、
と
れ
が
錦
に
噌
大
し
て
い
っ
て
、
還
に
こ
宇
の
建
物

の
工
を
始
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
一
り
は
フ
イ
レ
シ
ヅ
エ
市
に
あ
っ
て
、
他
は
ル
ス
チ
ア

I

ノ
に
あ
っ
た
。
二
つ
な
が
ら
豪
宕
で
あ
っ
た
が
、
市
内
に
あ
る
も
り
の
方
が
、
一
介

。
私
人
に
よ
っ
て
そ
の
常
時
迄
に
建
て
ら
れ
た
も
り
の
他
の
ど
れ
よ
り
も
、
進
か
に
宏
大
で
あ
り
た
・
・
・
・
一
五
々

L

グ
ァ
サ
l
リ
も
亦
同
様
に
と
の
こ
つ
の
建
物
に
言
及
し
て
ゐ
る
2
2
m
門
戸
川
知
－
m
－
。
・
）
0
即
ち
、

寸
サ
ン
一
一
コ
ロ
刊
の
外
、
ル
チ
ア
l
ノ
と
呼
ぷ
小
邑
に
フ
イ
リ
ッ
ポ
（
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
）
は
疋
に
ル
カ
ピ
ッ
一
ア
イ
心
錦
に
一
づ

O
来
臨
な
廿
肢
を
廷
で
た
。
が
し
か
し
、
と
心

宵
殿
は
、
彼
が
同
じ
注
文
主
の
震
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
に
建
て
始
め
て
、
第
二
帯
目
の
窓
の
列
迄
、
誰
も
ト
ス
カ
1
ナ
の
建
物
心
う
ち
で
、
と
れ
以
上
に
見
る
べ
き
償
値

が
あ
っ
て
荘
麗
な
も
の
を
見
出
ナ
と
と
の
出
来
な
い
程
り
大
山
ー
さ
と
華
や
か
さ
で
仕
上
げ
た
も
の
に
較
べ
る
と
、
及
び
も
つ
か
な
か
っ
た

L

と
。
グ
ァ
サ
l
リ
は
即
ち
、
5
－E

E
E

を
フ
イ

u
y
y
ポ
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
作
に
師
し
て
ゐ
る
が
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
僅
か
に
束
の
翼
屋
を
附
し
た
に
過
ぎ
な
い
曹
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
パ
ラ
ッ
ツ
オ
ピ
ッ
テ
イ

も
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
作
と
す
る
と
と
り
出
来
な
い
と
と
は
、
後
ち
に
私
の
説
く
如
く
で
あ
る
。

ω
円
山
岡
】
－

K
F
S
E
E
Z
H

岡
田
件
。
門
戸

o
m
O
B
ロ
昨
日
ロ
0
・
百
円
。
ロN
O
H
E
F
E
－
円
件
。
口
・
℃
・
当
・
m
d守
門
戸
のN
Mコ

ω
－m
－
。
・
ア
ム
ミ
ラ
1
ト
ο
記
述
は
朗
ら
か
に
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
リ
に
よ
ワ
て

- 92 -

五

影
響
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。

ノレ

カ

ピ
了
ア
ィ
が
こ
の
宮
殿
を
如
何
な
る
謹
術
家
に
依
頼
し
た
か
は
、
文
献
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
叉
、
こ
の
建
築
が
何
時
始
め
ら
れ
た
か
も
、
同
様
に



明
確
で
は
な
い
。
ず
ァ
サ1
げ
は
、
フ
ィ
リ
γ

ポ
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
青
島
町
匂
志
向
日
時
的

R

回
2
5

ロ
g

岳
民
ロ
ミ
l
E

怠
）
を
以
て
そ
の
作
者
と
な
し
、
ル
カ

ア
シ
チ
ェ
ル
リ
（
戸
己
g

司
自
の
O
E
E
ω
。
ー
に
ゆ
印
）
が
こ
の
工
に
首
っ
た
と
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
読
は
永
く
維
持
さ
れ
、
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
も
之

を
唱
へ
（
ロ2
0
8
8

ロ
ク
昆
印
印
二
）
目
。
の
g

与
甘
E
Z

色
。
円
同g

巴
g
g
B
E
H
S
F
P
H
∞
勾
）
、
ガ
イ
ミ
ュ
ル
一
フ

l

亦
、
こ
の
儀
勢
を
脱
ナ
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
（
出
・
〈
。
ロ
のaB
g
F
つ
り

u
k
r
R
E
g
w
E
円
品
。
一
円
同σ
ロ
巳
g
m
wロ
8
Z

凶
，g
w
ω一
ロm
w・
出
血
－
F
H
∞
∞
印
）
。
フ
ア
プ
リ
ヅ
チ
は
そ
の
著
V
E
－
－
℃
吉

国
2

ロ
己
－g
n
z
w同
∞
∞N
A
Aに
於
い
て
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
設
を
不
可
能
と
思
は
し
め
る
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
向
ほ
彼
を
以
て
原
作
者
と
な
し
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
、
レ
汐
テ
シ
バγ
ヒ
ャ
1

（
河
口
宏
再
開
。
去
g
g
n
r
q
H
g
o

〉
R
E
Z
E
R
ι
R
E

－
－
山
口
町
。
r
g

同
g

巳
g
告
の

0
・
E

∞
白
）
、
フ
一
フ
シ
グ
ル
（
司
・

匂
B

ロ
w
r
g
o

悶
g

巳
g
g
g
R
n
F
R
o
w
g円
吉

H
E
r
oロ

H
U
H
U
H
N
）
等
、
皆
パ
ラ
ッ
ツ
才
ピ
γ

一
ア
ィ
を
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
原
作
に
踊
し
、
ず
エ
ル
プ
リ
ン

も
同
じ
く
こ
の
俸
統
に
従
っ
た
の
で
あ
る
（
出
・
者
巴
昌
吉
い
同

g
m
w
日8
8
8

ロ
ロ
仏
国
ω
円
。
。F
H
∞
∞
∞
）
口

フ

註

プ
ル
ネ
レ
ス
キ
を
原
作
者
と
な
す
設
は
最
も
早
く
〉
ロ
o
E
S
。
の
包
門
出S
O
S

に
於
い
て
見
ら
れ
、
グ
ァ
サl
リ
は
之
に
従
っ
た
も
の
正
岡
山
は
れ
る
。
常
時
の
そ
の
他
。
文
献
に

於
い
て
は
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
名
は
見
え
な
い
。
司
与
江
口
司

H
m
－m
・o
・
白
・

8
ω
・
〉
ロ
ヨ
－
H
S
一
回
・
ω
宮
参
照
。
我
が
図
に
於
い
て
は
私
心
知
る
限
p

、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
作
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。
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ロ
レ
シ
タ
ォ
寺
院
の
建
築
に
携
は

っ
て
ゐ
る
と
を
の
こ
と
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
コ
シ
モ
メ
デ
ィ
チ
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
そ
の
宮
殿
を
遺
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
一
切
を
放
脚
即
し
て
、

そ
の
年
来
の
構
却
を
立
減
な
モ
デ
ル
に
趨
め
上
げ
た
。
然
る
に
、
ゴ
シ
モ
は
、
こ
の
建
物
の
宏
斑
華
麗
に
過
ぎ
る
こ
と
を
想
凡
し
、
竣
工
の
践
に
於
け
る
世
間

の
思
惑
を
健
一
れ
て
、
質
現
を
中
止
す
る
に
至
っ
た
。
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
憤
強
遺
り
万
な
く
、
そ
の
モ
デ
ル
を
微
塵
に
砕
い
て
し
ま
っ
た
。
後
年
、
コ
シ
モ
は
自

分
の
邸
を
ミ
ケ
ロ
ご
ノ
ォ
を
し
て
語
ら
し
め
た
時
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
計
聾
を
用
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ァ
サ

1

リ
の
話
は
、

宮
包
在
・
自
の
の
良
品
目
）
と
パ
ラ

y
y

ォ
ピ
ッ
一
ア
ィ
の
聞
に
ル
ス
テ
ィ
カ
建
築
と
し
て
、
様
式
上
、
哉

グ
ァ
サ
1

リ
は
そ
の
著
可
美
術
家
列
倖
』
に
於
け
る
「
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
」
の
章
に
於
い
て
、
こ
の
建
物
に
つ
い
て
語
り
、
之
を
サ
シ
タ

シ
ヂ
ェ
リ
の
鵡
拝
堂
（OB
仲
良
z
p
m
ロ
ω
g
z
z

お
ロ
〉
ロ
m
o－
－L
A
H
ω仏喝
未
完
成
）
の
記
述
の
後
ち
に
し
、
前
ほ
こ
の
記
述
の
前
に
は
、
宜
現
す
る
に
至
ら

メ
デ
ィ
チ
に
針
す
る
モ
デ
ル
の
こ
と
に
言
及
し
て
ゐ
る
。
印
ち
、
未
だ
サ
シ

一
ア

マ
リ
ア

デ
リ

ア

な
か
っ
た
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
パ
一
フ
柑
ノ
ヅ
オ

現
存
の
パ
一
フ
ッ
ツ
ォメ
デ
チ
H
H
Y

カ
ル
デ
ィ
（
司
巳ωN
N
。



る
近
似
を
持
ち
、
且
つ
、
前
者
は
後
者
よ
り
も
登
山
達
し
た
形
式
を
有
す
る
と
嘗
て
考
へ
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
パ
ラ
ヅ
ツ
ォ
ピ
ゴ
ア
ィ
の
製
作
年
代
を
決
定

す
る
に
営
っ
て
常
に
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
メ
デ
ィ
チ
H

リ
カ
ル
デ
ィ
と
の
関
聯
が
考
へ
ら
れ
、
こ
れ
に
際
し
て
陰
か
な
力
を
働
か
し
て
ゐ
た
や
う
に
見
え
る
。
例
へ

ぽ
‘
フ
ァ
プ
リ
ッ
チ
の
如
く
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
に
と
っ
て
は
、
彼
が
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
岡
家
の
第
一
人
者
の
篤
に
作
る
こ
と
を
担
ま
れ
た
も
の
を
、
計
蓋
し
‘
そ

れ
を
一
部
な
り
と
も
如
づ
か
ら
出
現
さ
す
こ
と
が
、
他
の
も
う
一
人
の
権
門
の
鰐
に
興
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
ふ
と
き
（
司
与
江

Q
W

前
損
害
、
ニ
一
O
一

頁
）
、
彼
は
明
ら
か
に
こ
の
影
響
の
内
に
あ
っ
た
と
い
ふ
ぺ
く
、
叉
、
フ
ォ
ル
ネ
ジ
ク
ス
が
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
説
を
否
定
し
‘
こ
の
設
を
以
て
、
総
べ
て
穎
著
な
も

の
を
過
去
の
偉
人
に
蹄
せ
よ
う
と
す
る
グ
ァ
サl
リ
並
び
に
そ
の
時
代
の
著
し
い
風
潮
の
故
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
向
ほ
、
パ
一
フ
ヅ
ツ
オ

ピ
ヅ
一
ア
ィ
を
以
て
‘

中
世
の
建
築
意
向
を
模
し
た
遅
れ
咲
を
の
不
細
工
な
花
と
す
る
や
う
な
の
は
．
同
様
に
停
統
的
な
考
h
方
を
兎
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
いA
（
出
・
句
。
－

5

位
。ω
一

回
E
S

－
－O
R
r
r
HむH印
w
m
・
8
1
8

）
。
甚
だ
し
い
の
は
．
フ
ラ
ン
ク
ル
で
あ
っ
て
、
様
式
的
に
は
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
に
い
れ
る
よ
り
も
．
寧
ろ
‘

の
俸
記
に
い
れ
る
方
が
よ
い
と
註
し
た
の
で
あ
る
2
5
己
内
目
前
損
害
、
二
四
瓦
、
註
一
一
）
。
か
く
の
如
く
に
し
て
、

ミ
ケ
ロ
ッ
ツ
オ

ミ
ケ
ロ
ッ
ツ
ォ
の
パ
一
フ
ッ
ツ
オ
メ
デ
ィ
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チ
n
u
リ
カ
ル
デ
ィ
は
恐
ら
く
は
、
近
代
的
形
式
の
E
E
N
N
。
建
築
資
硯
の
最
初
の
楽
器
を
捨
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
設
計
並
ぴ
に
建
築
の
具
位
化
に
首
つ

て
は
、
そ
れ
以
前
に
完
成
さ
れ
た
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
モ
デ
ル
に
負
ふ
と
こ
ろ
多
大
と
あ
る
と
さ
れ
（
出
－

g

ロ
の
4
5

巴
ぽ
之
、
叉
、
前
者
は
パ
一
フ
y
w
Jオ

竺
ア
ィ
の
手
本
な
く
し
て
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
‘
そ
の
工
事
以
前
に
‘
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
パ
一
フ
ヅ
ツ
オ

ヒ。

ピ
γ

一
ア
ィ
の
モ
デ
ル
を
完
成

メ
デ
ィ
チ
H

リ
カ
ル
デ
ィ
の
建
築
開
始
は
一
四
四
四
年
で
あ
っ
て
、
そ
の
完
成
は
凡
そ

ピ
ヅ
一
ア
ィ
の
構
想
の
具
位
化
は
略
々
一
四
四
O
年
と
推
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
推
定

年
代
は
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
リ
の
記
述
と
著
し
く
具
る
。
既
に
記
し
た
如
く
、
彼
は
一
四
五
八
年
に
、
ル
カ
ピ
γ

一
ア
ィ
が
己
の
建
物
の
エ
を
起
し
た
こ
と
を
議
ぺ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
一
四
五
八
年
と
い
へ
ば
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
死
後
、
既
に
十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
プ

ル
ネ
レ
ス
キ
を
原
作
者
と
ナ
る
こ
と
は
甚
だ
し
く
困
難
で
あ
る
。
建
築
主
ル
カ
ピ
ν

一
ア
ィ
は
彼
の
遺
し
た
租
税
申
告
の
説
明
に
於
い
て
l
l

こ
れ
は
、
こ
の

建
物
の
記
載
に
闘
す
る
最
も
信
透
す
べ
き
文
書
で
あ
り
、
日
一
つ
、
一
四
四
二
年
を
除
い
て
は
、
一
四
三
三
年
以
後
、
彼
の
生
涯
の
納
叫
べ
て
の
年
次
に
亙
っ
て
ゐ

る
l
l

一
四
六
九
年
の
僚
に
、
初
め
て
、
こ
の
建
物
を
記
載
し
て
ゐ
る
。
卸
ち
‘
従
来
の
彼
の
住
居
に
次
い
で
、
「
余
が
肢
に
建
築
を
始
め
、
現
在
、
工
事
中

し
た
に
相
違
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
司ωσ江
R
5
0

一
四
五
九
年
頃
で
あ
る
か
ら
し
て
、
以
上
の
故
に
、
パ
ラ
ヅ
ツ
オ

パ
一
フ
ッ
ツ
オ



｛
一
）

の
新
家
屋
一
は
、
同
様
に
、
余
及
び
余
の
家
族
の
腐
の
住
居
な
り
」
と
。
こ
の
記
載
は
明
ら
か
に
、
パ
一
フ
ヅ
ツ
オ

れ
が
一
四
六
九
年
に
は
、
向
ほ
建
築
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
こ
れ
と
関
聯
し
て
、
同
じ
く
一
四
五
七
年
の
土
地
購
入
の
記
載
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
哉
、
土
地
が
購
入
さ
れ
て
、
ル
カ
の
所
有
地
は
彼
の
こ
れ
迄
の
敷
地
以
上
に
著
し
く
蹟
大
さ
れ
、
彼
は
こ
の
地
域
を
庭
園
の
横
張
に
使
用
し

（
二
）

た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
フ
ァ
プ
リ
ヅ
チ
は
こ
の
記
載
を
以
て
、
既
に
建
築
中
の
建
物
に
泊
合
す
る
篤
に
、
敷
地
の
完
成
が
行
は
れ
た
と
な
す
如
く
で
あ
る
が
、

私
は
却
っ
て
、
ル
カ
の
身
選
、
建
築
の
機
運
い
よ
ノ
＼
蛾
に
な
っ
て
、
彼
の
壮
大
な
構
想
を
賓
現
す
べ
く
‘
敷
地
の
摘
大
を
欲
し
た
も
の
と
解
し
た
い
。
パ
ラ

ピ
ヅ
テ
ィ
の
所
在
地
は
、
以
前
に
ロ
ツ
シ
家
（
問
。
ω
ω
山
）
の
住
し
た
庭
で
あ
っ
て
、
一
四
一
八
年
、
ル
カ
の
父
が
之
を
購
ひ
、
肢
に
こ
の
時
か
ら
、
新

ピ
ッ
テ
ィ
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

ザ
ツ
オ

館
建
築
の
意
周
が
窺
は
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ル
カ
自
身
、
再
一
一
一
の

8
P
Z
E
R
O

の
額
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
、
一
四
四
八
年
、

八
年
で
あ
る
こ
と
を
思
へ
ば
、
右
の
解
緯
は
員
に
幾
い
と
い
へ
ょ
う
か
。
そ
の
上
、
敷
地
が
高
蚕
の
土
地
で
あ
り
、
必
要
な
石
材
を
産
み
出
し
た
こ
と
を
思
へ

ば
、
こ
の
頃
か
ら
、
新
な
建
築
の
鰐
の
整
地
作
業
が
行
は
れ
始
め
た
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
か
。
グ
ァ
サ

l

リ
が
、
工
事
指
導
者
と
し
て
ル
カ

一
四
五
三
年
及
び
一
四
五

フ
ァ
ン

チ
ェ
ル
リ
の
名
を
翠
げ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
我
々
を
し
て
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
読
を
否
定
さ
す
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
、
他
の
偉
大
な
ル
ネ
サ
シ
ス
入
、
レ
オ
シ

y

テ
ィ
ス
タ
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
（F
g
ロ
（0）
回
忠
彦
z
a
o
m－
－
K
F
5
0耳
目
E
O
A
F
I
－
－H
h
N
）
を
以
て
原
作
者
に
擬
す
る
方
へ
帯
い
て
く
れ
る
。
何
と
な
ら
ば
、
プ

ル
ネ
レ
ス
キ
の
在
世
時
代
に
は
、
フ
ア
ン
チ
ェ
ル
リ
は
向
ほ
少
年
で
あ
っ
て
、
た
と
へ
、
フ
ァ
プ
リ
汐
チ
の
説
く
如
く
‘
ル
ネ
サ
ン
ス
人
の
平
熱
の
故
を
以
て

、p

ノ、
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し
て
も
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
亡
く
な
っ
た
頃
は
、
こ
れ
程
の
建
築
指
事
を
す
る
に
は
除
り
に
も
、
年
歯
未
だ
熟
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ

ば
か
り
で
は
な
い
。
建
築
史
上
に
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
は
、
フ
ア
ン
チ
ェ
ル
リ
は
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
施
工
者
と
し
て
で
は
な
く
、
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
弟
子
で
あ

ア
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
l

タ
（
ω
ω・
k
pロ
ロ
ロ
ロ
江
巳
釦
）
の
固
堂
に
於
い
て
‘

っ
て
‘
師
の
工
事
指
講
者
と
し
て
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
チ
ス
マ

叉
、
マ
シ
ト
グ
ァ
の
サ
ン
セ
パ
ス
チ
ア
I

ノ
（ω
・
ω
o
v
m
w
m
Z
M
5
9
c
g
z
g

）
並
び
に
、
サ
ン

ア
ン
ド
レ
ア
（
∞
－k
p口
弘5
P
E
g

）
に
於
い
て
、
フ
ァ
ン

チ
ェ
ル
り
は
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
計
置
に
従
っ
て
、
建
築
工
事
の
監
督
に
嘗
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
今
日
明
ら
か
に
な
っ
て
ゐ
る
史

ι貨
に
徴
す
れ
ば
、

フ
ァ
シ
チ
ェ
ル
リ
の
名
を
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
活
動
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ァ
サ
l
p

の
記
す
如
く
、
若
し
フ
ア
シ
チ
ェ
ル
リ

が
パ
ラ
汐
ツ
ォ

ピ
ッ
テ
ィ
の
工
事
に
営
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
時
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
フ
ァ
シ
チ
ェ
ル
リ
は
一
四
五

C
年
以
後
一
四
九
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ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
読
を
明
確
に
呈
示
し
た
の
は
、
恐
ら
く
、
グ
ィ
リγ
ヒ
（
国
自ω
当
巳
甘
H
H
H回
m
w
c
w
g
E【
同
日
間g
巳
g
g
g
z
r
m
L

－g
F
H
U
E
）
に
始
ま

. 

る
で
あ
ら
う
。
ガ
イ
ミ
ユ
ル
一
フ
ー
も
、
グ
ァ
サI
リ
以
来
の
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
設
の
停
統
と
史
料
と
の
デ
ィ
レ
シ
マ
か
ら
、
そ
の
遁
路
を
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
に
捜
し
求

め
た
の
で
あ
る
が
、
グ
ィ
り
γ

ヒ
は
こ
の
建
物
に
釘
す
る
様
式
分
析
の
上
か
ら
、
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
原
作
に
闘
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
バ
ウ
ム

亦
、
こ
の
建
物
を
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
作
と
な
し
（
同
己
吉
ω

回
2
5

日
一
回g
w
g

早
口
ロ
円
四
円rz
g

民
〈
O
H
M－ω
ω
丹
野
色
。
門
司
門
店
可
g

包
g
g
B
E
r
m
w
z
g
H

也
N
3．

ポ
l

デ
も
そ
の
イ
タ
リ
ア
美
術
の
読
明
の
な
か
に
、
こ
の
読
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
（
当5
0
－s
g

ロ
回
包

f
g
o

同
g

鬼
門
H
R
司
込
可
g

巴
g
M
5
8

宮

H
E
－
－o
p
S
N
ω）
。
吋E
O
E
O－
回o
n
w
R日
開
店
ロω
己
R

－
F
R
持
。
ロ
は
向
ほ
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
読
に
遼
巡
の
色
を
示
し
て
、
こ
の
作
品
を
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
項
目
に
於

い
て
叙
べ
た
の
で
あ
る
が
、
者
自
自
己
片
付
F
O
M停
。
ロ
ハ
目
。
同
国S
E
E
E

に
於
い
て
、
F

〉
己
R

は
明
白
に
之
を
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
の
作
品
と
な
し
た
の
で
あ

る
。
私
も
亦
、
こ
れ
ら
諸
家
の
蹴
尾
に
附
し
て
、
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
読
に
左
祖
し
よ
う
と
欲
す
る
。
こ
の
建
物
が
年
代
か
ら
い
っ
て
最
大
限
、
一
四
五
八
年
以
上

に
湖
る
こ
と
は
出
来
な
く
、
凡
そ
一
四
六O
年
頃
の
工
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
首
代
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
停
統
的
宮
殿
建
築
と
様
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式
上
全
く
か
け
離
れ
た
こ
れ
程
雄
大
な
作
品
を
創
造
し
得
た
襲
術
家
は
、
常
代
に
於
い
て
、
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
以
外
に
そ
の
人
を
求
め
得
る
で
あ
ら
う
か
。

基
暦
の
国
頭
ア
ー
チ
の
開
放
さ
れ
た
入
口
、
そ
の
入
口
と
入
口
の
聞
に
均
分
に
配
置
さ
れ
た
小
さ
な
方
形
の
窓
、
上
同
胞
の
同
じ
よ
う
に
国
頭
形
の
背
の
高
い

窓
、
粗
面
荒
石
積
の
ル
ス
テ
ィ
カ
仕
上
げ1
1

是
の
如
き
建
物
と
し
て
パ
一
フ
ヅ
タ
オピ
叫
y

テ
ィ
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
停
統
的
宮
殿
建
築
フ
ァ
サ1
ド
の
一
般

的
形
式
特
徴
を
共
有
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
ル
ネ
サ
シ
ス
に
於
け
る
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
式
ル
ス
一
ア
ィ
カ
宮
殿
建
築
は
、
パ
一
フ
汐
ツ
ォ

メ
デ
ィ
チ
H

リ
カ
ル

デ
ィ
に
始
ま
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
形
式
は
次
い
で
、
パ
ラ
γ

円
／
オ

組
の
末
に
及
ん
で
、
パ
ラ
γ

ツ
ォ
グ
ァ
ダ

1

ニ
（E
－
・
の5

合
m
E
・
5
8
1
5
0
G
）
或
は
パ
ラ
ヅ
ク
オ

し
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
ス
ト
ロ

γ

ツ
ィ
（
司
己
・
∞
可
。
N
N
F
E
S
l
H
8
0）
の
や
う
な
最
も
完
成
さ
れ
た
均
衡
美
の
作
品
を
、
遺
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

聞
に
伍
し
て
異
っ
た
形
式
設
現
を
求
め
た
も
の
は
、
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
パ
一
フ
吋
ノ
ツ
ォ
ゲ
ル
フ
ァ
（
司
巳
－

E
H
d

一2
0

の
ロ
σ

民
釦
）
と
ア
ル
ベ
ル

ア
シ
テ
ィ
ノ
リ
（
司
包
－K
F
E宮
O
円
「
区
白
吉
岡
田
山
富
）
か
ら
、
首
世

プ
シ
デ
ィ
（E
－
・
のS
F
E
u
o
｜
句
。
）
へ
と
設
反

デ
ィ

パ
ル
一
ア



ル
チ
ェ
ラ
イ
（
噌
己
・
同
g
o
o
－
－
包
）
で
あ
っ
て
、
角
柱
形
式
を
以
て
壁
面
を
分
節
し
、
以
て
石
積
の
壁
面
に
生
彩
を
輿
へ
ょ
う
と
試
み
ら
れ

た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
っ
て
、
ゃ
う
や
く
、
営
世
紀
の
末
に
及
ん
で
盛
行
を
見
る
に
至
っ
た
角
柱
形
式
に
よ
る
ル
ス
テ
ィ
カ
フ
ァ
サ
ー
ド
（
例
へ
ば
、

ギ
ラ
ウ
ド
H

ト
ル
ロ
－
一
ア
W
W
E－
－2
5
E

－
A『0
己
o
E
P
E
g
－

H
U
Oそ
‘
の
如

－
ア
ィ
の
パ
ラ
ザ
ツ
ォ

ロ
ー
マ
の
カ
シ
チ
ェ
レ
リ
ア

3
n
g
B
Z
E
P
E
g
－

E
8
・E

パ
ラ
ヅ
ツ
ォ

中
世
組
以
来
の
停
統
の
上
に
立
つ
パ
一
フ
ッ
ツ
オ
ピ
ヅ
テ
ィ
は
、
角
柱
形
式
を
混
へ
な
い
単
な
る
ル
ス
一
ア
ィ
カ
フ
ァ
サ
I
F

を
有
ナ
る
限
り
に
於
い
て
、

メ
デ
ィ
チ
の
や
う
な
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
式
宮
殴
建
築
と
軌
を
一
に
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
然
し
、
そ
の
表
現
の

如
何
に
本
質
的
に
異
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
年
代
的
に
最
も
近
い
も
の
を
求
め
る
な
ら
ば
、
バ
ラ
ッ
ク
ォ
メ
デ
ィ
チ
ご
四
四
四
年
l
l

凡
そ
五
九
年
三
パ

ぎ
）
の
先
掘
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
パ
ラ
汐
ツ
オ

ア
シ
テ
ィ
ノ
リ
（
一
四
六
五
年
に
は
向
ほ
建
築
中
）
、
パ
一
フ
ヅ
ツ
ォ
ル
チ
ヱ
ラ
イ
（
一
四
四
六
年
に
着
手
さ
れ
、
工
事
は
著
し
く
進
捗
し
て
一
四

五
五
年
に
は
既
一
に
窒
内
装
備
に
か
L

っ
て
ゐ
た
）
の
如
き
を
翠
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
二
者
と
最
後
の
も
の
と
は
、
た
と
へ
、
最
後
の
も
の
か
ら
角
柱
形
式

を
取
除
い
て
も
‘
本
質
的
に
表
現
を
異
に
す
る
。
叉
‘
積
石
の
切
石
の
面
の
組
さ
の
感
じ
か
ら
い
へ
ば
‘
ー
ー
さ
う
し
て
、
こ
れ
が
恐
ら
く
は
、
様
式
分
析
の

一
フ
汐
帥
ノ
オ

最
初
の
過
ち
を
犯
さ
せ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、l
l

パ
一
フγ
ツ
オ

メ
デ
ィ
チ
が
パ
ラ
γ

ツ
ォ

ピ
ッ
テ
ィ
に
最
も
近
い
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
然
L
・
パ
一
フ

ル
テ
ェ
ラ
イ
の
系
統
に
属
す
る
。
こ
れ
を
分
つ
と
こ
ろ
の
も
の
は
何
で-98 ー

w
r
タ
オ

ピ
γ

テ
ィ
は
明
ら
か
に
、
前
者
の
一
糸
統
に
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
パ
一
フ
ヅ
ツ
ォ

あ
ら
う
か
。

ピ
さ
ア
ィ
の
建
築
に
つ
い
て
．
失
の
如
く
‘
嬰
術
的
評
債
を
述
べ
て
ゐ
る
。
印
ち
、
こ
の
建
物
の
す
べ
て
は
‘
こ
れ
よ
り
も
美

し
い
或
は
こ
れ
よ
り
も
駐
麗
な
建
築
を
憶
ひ
泥
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
程
、
題
術
味
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
。
（
〈

g
R

？
の
♀
z
n
v
o
d
q
ω
E
n
m
w
－

M
W・
c
・
m
・
5
3
0

叉
‘
屡
ぺ
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
こ
の
建
物
を
支
配
す
る
均
合
の
美
し
き
が
賞
讃
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
切
石
積
の
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
式
城
塞
建
築
が
、
ル

ネ
サ
シ
ス
人
の
好
尚
に
投
じ
て
、
貴
紳
の
宮
殿
建
築
と
な
り
、
つ
い
で
、
漸
次
、
嬰
術
的
意
圃
が
加
は
っ
て
、
そ
の
使
用
す
る
個
々
の
要
素
の
単
純
雄
大
に
そ

の
基
礎
を
置
い
て
ゐ
る
豪
班
な
石
遺
建
築
が
出
来
上
っ
て
い
っ
た
と
い
ふ
と
き
、
こ
れ
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
宮
殿
建
築
の
性
格
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
先
づ
、

そ
の
個
々
の
要
素
を
結
び
付
け
、
纏
め
上
げ
る
比
例
関
係
の
法
別
で
あ
っ
た
。
ず
ァ
サ
l

リ
の
い
ふ
高
い
惑
術
味
も
、
正
し
く
、
こ
の
意
味
に
於
い
て
で
あ
っ

て
、
均
合
関
係
の
美
し
さ
を
稽
へ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
か
う
い
ふ
比
例
の
法
則
が
、
パ
ラ

y
w
／
－X

グ
ァ
サ
l

リ
は
パ
ラ
ヲ
ツ
オ

ピ
ヅ
一
ア
ィ
を
他
の
フ
ィ
レ
シ
ク
ェ
の
停
統
的



宮
殿
建
築
か
ら
別
け
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
卸
ち
、
こ
の
場
合
、
壁
の
開
口
面
と
そ
れ
を
閤
む
壁
面
と

の
均
合
闘
係
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ル
ネ
サ
シ
ス
の
建
築
に
於
け
る
比
例
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
〉
居
間
口
忠
叶
E
2
2
V
H
F

－
。
ち
耳
目
。
ロ

g

宮
内
同R

〉
R
E
g
r
E

円
（
国
自
己
ぴ
ロ
の
『
品
。
吋
〉
円
。

E
・

件
。
｝
内
仲
良
同
〈
”
戸
）
の
功
績
に
負
ふ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
、
こ
れ
に
従
っ
て
説
明
し

）
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
（
の
g
n
E
各
宮
内
同R

問
。
ロ
巴g
m
ロ

g
E

同
色
町
P

〈
口
・
同
州
W
E
C
L
U句”

A
 

（

g
o

〈
R
E
－Z
5
0

）
、
宮
殿
建
築
に
於
い
て
は
、
壁
の
開
口
面
を
園
む
壁
面
の
均
合
が
特
に
重
要
で

フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
は
先
駆
者
た
る
の
範
を
垂
れ
た
の
で
あ
る
。
郎
ち
、

固
頭
ア
ー
チ
の
窓
の
開
口
一
回
を
方
形
に
補
っ
て
、
き
う
し
て
、
割
角
線
を
ひ
い
て
ゆ
け
ば
、
そ
の
比
例

あ
っ
て
、
こ
の
黙
に
於
い
て
も
、

関
係
は
最
も
簡
単
に
現
れ
て
く
る
。
そ
の
場
合
、
二
個
の
隣
接
す
る
窓
の
鞠
角
線
が
壁
面
の
上
方
の
界

- 99 ー

線
の
下
で
一
緒
に
な
る
か
（
挿
岡A
）
、
或
は
、
下
層
の
窓
の
封
角
線
の
延
長
が
上
同
胞
の
窓
の
封
角
線
と

一
致
す
る
か
で
あ
っ
て
（
挿
岡B
）
、
第
一
の
場
合
に
は
、
壁
面
が
力
柱
た
る
壁
の
軸
線
に
よ
っ
て
二

分
さ
れ
て
、
窓
の
開
口
面
を
等
分
に
閤
む
こ
と
に
な
り
、
第
二
の
場
合
に
は
、
壁
全
陸
が
そ
の
ま

L

開

ー
、
一

一
回
口
面
を
包
む
の
で
あ
る
。
第
一
の
方
式
に
従
ふ
も
の
は
パ
一
フ
ご
／
オ
ピ

γ

テ
ィ
で
あ
っ
て
、
叉
、
多

／
叶
一
少
、
精
確
に
い
か
な
く
て
も
、
壁
面
の
勝
っ
て
ゐ
る
ロ

1

マ
の
宮
殿
建
築
の
大
部
分
が
之
に
従
っ
て
居

一
り
、
弐
い
で
、
特
に
フ
ィ
L
シ
ツ
ェ
の
パ
一
フγ
ツ
ォ
バ
ル
ト
リ
ニ
（
E
－
・
回ω
円Z
E
E
－
パ
一
フγ
吋
／
オ

一
パ
シ
ド
ル
フ
ィ
ニ
（
司
巴
・

3

出
血
色
白
巳
）
が
き
う
で
あ
る
。
第
二
の
方
式
を
守
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
メ
デ

プ
シ
デ
ィ
、
グ
ァ
ダ
I

ニ
等
の
諸
宮
殿
建
築
で
あ
る
。11

か
や
う
に
し
て
パ
一
フ
ご
ノ
オ
ピ
γ

テ
ィ
は
停
統
的
な
個

々
の
形
式
を
使
用
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
な
が
ら
も
‘
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
倖
統
的
宮
殿
建
築
と
は
全
く
異
な
っ
た
法
則
に
基
い
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
叉
、
ラ
フ
ァ
エ
ん
ロ
の
プ
一
フ
シ
に
従
っ
て
建
て
ら
れ
た
パ
ラ

y
w
ノ
ォ
パ
シ
ド
ル
フ
ィ
ニ
や
、
こ
れ
を
範
と
し
て
諮
っ
た
と
い
は
れ
る
バ
γ

チ
オ

ィ
チ
H

リ
カ
ル
デ
ィ
、
ス
ト
ロ
γ

ツ
ィ
、

~~ 



ヨ
ロ
の
パ
一
フγ
ツ
オ

バ
ル
ト
リ
ニ
が
示
し
て
ゐ
る
知
ぐ
、
こ
の
法
則
は
パ
ラ
ヅ
ツ
オ

若
し
、
首
代
に
於
い
て
之
と
一
致
す
る
も
の
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
パ
ラ
ッ
ツ
オ
ピ
ッ
テ
ィ
の
時
代
に
は
、
営
代
を
超
え
た
先
掘
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ル
チ
ェ
ラ
イ
が
同
じ
様
式
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
と
い
へ
る
で
あ
ら

う

比
例
の
問
題
に
・
次
い
で
こ
の
建
物
を
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
式
か
ら
別
っ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
ル
ス

テ
ィ
カ
そ
の
も
の
の
取
扱
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
‘
最
も
近
い
と
見
え
る
パ
一
フ
ヅ
ツ
オ

デ
ィ
チ
（
特
に
基
層
の
）
の
石
積
と
並
べ
て
見
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
パ
ラ

γ

ツ
オ

メ

メ
デ
ィ
チ

，ξ ラッち＇ :t ＼：.＂ッティ

し
て

、

の
は
パ
ラ
ヅ
ツ
オ

パ
ッ
ツ
ィ
（
基
暦
）
か
ら
パ
一
フ
ヅ
ツ
ォグ
ェ
キ
ヨ
へ
と
湖
り
得
る
と
こ
ろ

の
明
ら
か
に
中
世
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
城
塞
建
築
へ
と
結
び
付
く
も
の
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
に
反

パ
一
フ
ヅ
ツ
ォ
ピ
ヅ
テ
ィ
の
ル
ス
テ
ィ
カ
は
既
に
ガ
イ
ミ
ユ
ル
ラl
及
び
グ
ィ
リγ
ヒ
の
注

-100ー

目
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
で
は
な
く
し
て
、
我
々
が
之
を
古
代
ロ

1

マ
の

遺
蹟
、
な
か
で
も
カ
ム
パ
一
一
ヤ
の
野
を
貫
く
水
道
の
ア

l

チ
、
フ
ォ
ル
ム

間
壁
（
そ
の
一
部
は
今
日
、
ア
ル
コ
デ
パ
ン
タ
ニ
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
）
と
較
べ
て
み

A
F
 

て
、
初
め
て
そ
の
震
の
由
来
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
（
ア

I

ト
潟
塁
。
恐
ら
く
、
原
作
者
は
、
こ
の

内
建
物
の
構
想
を
作
る
に
首
っ
て
、
鴬
時
、
人
の
あ
ま
り
問
ふ
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
古
代
ロ

1

マ

M

の
ル
ス
テ
ィ
カ
建
造
物
に
、
範
を
求
め
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
際
、
彼
は
停
統
的
な
建
築

一
形
式
と
和
解
し
な
が
ら
‘
之
を
古
代
へ
接
近
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
一
四

0
0年
代

以
の
中
葉
に
於
い
て
、
古
代
ロ

l
マ
の
建
築
に
遁
じ
て
、
そ
れ
を
、
そ
の
木
質
に
於
い
て
把
握
し
・

，
そ
の
性
格
を
新
し
く
創
造
す
る
こ
と
の
出
来
た
建
築
家
は
、
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
を
措
い
て
他
に
求

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
の

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
は
之
を
既
に
り
ミ
－
一
の
サ
ン
フ
一
フ
シ
チ
ェ
ス
コ
寺
院
以
来
、
諸



々
の
作
品
に
於
い
て
賓
謹
し
て
き
た
ば
か
り
で
な
く
、
理
論
の
面
で
は
、
「
建
築
論
十
巻
」
ロ

0

5
忠
告
白
S
Z
E
ω

円
F
E
U
内
に
於
い
て
、
古
代
の
文
献
、
グ
ィ
ト
ル
グ
ィ
ウ
ス
の
建
築
論
に
深

い
理
解
を
示
し
た
上
に
、
こ
れ
を
範
と
し
な
が
ら
も
、
古
代
ロ

l

マ
建
築
の
遺
蹟
に
劃
す
る
質

ピ‘ノチィの窓

際
の
組
織
的
研
究
か
ら
得
た震
に
生
き
た
理
論
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
パ
ラ
ッ

ツ
オ
ピ
ッ
テ
ィ
が
上
越
の
如
く
、
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
の
停
統
的
宮
殿
建
築
の
範
鴎
に
は
い
る
こ
と

が
出
来
な
く
、
ロ
ー
マ
風
の
様
式
的
基
盤
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
と
寸
れ
ば
、
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の

様
式
を
積
極
的
に
語
る
も
の
を
こ
の
建
築
は
持
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
他
の
細
部
形

式
を
措
い
て
も
、
と
り
わ
け
、
窓
の
意
匠
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既

に
プ
ル
ネ
レ
ス
キ
設
を
守
る
諸
家
、
フ
ァ
プ
リ
ッ
チ
、
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
フ
一
フ
シ
グ
ル
等
も
等

-101-

し
く
語
る
’と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
の
パ
ラ
ヅ
ツ
オル
テ
ェ
ラ
イ
と
の
一
致
が
認

． ルテェライの窓

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
闘
版
参
照
）

A
7目
、
パ
ラ
ッ
ツ
オ

ピ
ヅ
テ
ィ
の
窓
を
検
す
る
な
ら
ば
、
窓
の
腹
に
角
柱
の
脇
桂
が
あ
る

こ
と
を
知
る
。
之
は
明
ら
か
に
、
こ
ム
に
於
い
て
も
亦
‘
他
の
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
の
停
統
的
宮
殿

建
築
に
於
け
る
と
同
じ
く
、
之
に
相
躍
し
た
小
園
柱
に
よ
っ
て
、
窓
の
関
口
面
を
二
分
す
る
こ

と
が
、
首
初
、
目
論
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
同
時
に
‘
我
々
は
、
こ
の

の
斗
の
如
、
雪
、
乃
至
は
、
構
材
の
切
端
の
如
き
も
の
を
見
る
。
こ
れ
は
パ
一
フ
グ
ツ
ォ

脇
桂
の
柱
頭
の
上
に
、
邸
ち
、
迫
持、の
弧
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
上
か
ら
始
ま
る
と
こ
ろ
に
、
種

ル
チ
ェ
ラ
イ
の
窓
に
於
け
る
や
う
に
、
無
目
が
小
園
柱
の
上
を
走
っ
て
、

開
口
面
と
欄
間
と
を
分
け
て
ゐ
た
筈
で
あ
っ
た
に
外
な
ら
な
い
。
何
故
に
之
が
取
挽
は
れ
た
か
、
原
作
者
自
身
に
よ
っ
て
か
、
後
代
の
手
に
よ
っ
て
か
は
‘
今

回
、
不
明
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
右ηや
？
な
意
匠
の
一
致
ば
か
り
で
は
な
く

拘

か
く
の
知
き
窓
と
し
て
之
を
補
っ
た
上
で
、
パ
一
フ
ヅ
ツ
オ

ル
チ
ェ
ラ
イ



の
と
並
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
縦
横
の
同
じ
均
合
、
勿
論
、
パ
一
フ

γ

ツ
ォ
ピ
汐
一
ア
ィ
の
方
が
大
い
さ
に
於
い
て
そ
の
倍
で
は
あ
る
が
、
同
じ
比
例
が
用
ゐ
ら
れ
て

ゐ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
（M
L
）
。
小
園
桂
に
よ
っ
て
窓
を
二
分
す
る
仕
方
は
、
中
世
記
以
来
の
侍
統
で
あ
っ
て
、
首
代
の
宮
殿
建
築
が
殆
ん
ど
一

様
に
採
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
脇
柱
と
し
て
角
柱
か
或
は
固
柱
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
水
平
材
を
い
れ
て
窓
と
同
形
装
飾
の
欄
間

と
を
仕
切
る
こ
と
は
、
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
パ
ラ
ご
／
オ
ル
チ
ヱ
ラ
イ
に
始
ま
る
の
み
で
あ
っ
て
、
ペ
ル
ナ
ル
ドl

一
一
（
ピ
エ
シ
ツ
ァ
及
ぴ
シ
エ
ナ
）
（
司
包

g
g
E
R

色
。
B
E
C
に
於
い
て
之
を
模
し
た
の
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
パ
ラγ
ツ
ォ
ル
チ
ェ
ラ
イ
の
工
事
に
常
っ
た

ロ
ス
セ
リ
l

ノ
は
恐
ら
く
、
師
の
新
様
を
誇
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
思
ふ
に
、
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
は
ロ
I

マ
建
築
の
軌
範
に
従
っ
て
、
ア
ー
チ
を
直
接
、
園
柱
の

ロ
ス
セ
リ
l

ノ
が
パ
ラ
汐
ツ
オ
ピ
コ
ロ
ミ

上
に
置
く
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
が
故
で
あ
る
。
か
〈
の
如
く
し
て
、
パ
ラγ
ツ
ォ
ピ
ッ
一
ア
ィ
は
明
ら
か
に
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
作
品
の
な
か
に
入
れ
ら
る
べ
き

で
あ
ら
う
。
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
は
こ
の
場
合
に
於
い
て
も
、
パ
ラγ
ツ
ォ
ル
チ
ェ
ラ
イ
の
設
計
に
於
け
る
や
う
に
、
ト
ス
カ
l

ナ
の
貴
紳
の
邸
宅
の
倖
統
的
な
約

束
1
1
1

ル
ス
テ
ィ
カ
切
石
、
建
物
の
腰
ま
は
り
の
石
の
ペ
シ
チ
、
細
い
胴
蛇
腹
の
上
に
規
則
正
し
い
間
隔
で
並
置
さ
れ
た
小
岡
柱
の
二
分
す
る
周
到
形
の
大
き
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な
窓
、
鶴
屋
根
、
又
は
、
女
堵
屋
根1l

に
制
約
さ
れ
な
が
ら
も
、
之
を
採
り
入
れ
な
が
ら
古
代
建
築
へ
の
接
近
を
計
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
前
の
場
合
に
は
、

古
代
ロ
1

マ
の
重
層
建
築
の
型
式
が
念
頭
に
泥
ぴ
上
り
、
恐
ら
く
は
、
コ
ロ
セ
オ
が
範
と
な
っ
て
、
階
層
の
角
柱
に
よ
る
分
節
が
行
ば
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ

の
度
は
角
柱
分
節
は
断
念
さ
れ
た
。
代
っ
て
、
古
代
ロl
マ
の
ル
ス
テ
ィ
カ
建
治
物
、
な
か
で
も
‘
雄
大
な
水
道
が
そ
の
構
想
の
基
と
な
っ
た
こ
と
と
思
は
れ

る
の
で
あ
る
。

の
交
互
配
列
に
よ
っ
て
、
パ
ラγ
ツ
オ

ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
作
品
と
し
て
こ
の
建
物
を
眺
め
る
と
き
、
更
に
、
二
一
一
一
の
黙
に
気
が
つ
〈
。
第
一
に
は
、
初
貯
に
於
い
て
、
入
口
と
小
さ
仕
方
形
の
窓
と

ル
チ
ェ
ラ
イ
に
於
け
る
と
同
じ
一
定
の
リ
ズ
ム
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
次
ぎ
に
は
、
階
層
の
聞
に
在
っ
て
各
々

の
暦
を
分
つ
胴
蛇
腹
は
、
一
見
、
停
統
的
な
そ
れ
と
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
上
に
置
か
れ
た
イ
オ
一
一
ヤ
式
小
国
柱
の
勾
欄
と

柑
侠
っ
て
、
如
何
に
軽
快
に
し
て
雄
大
な
作
用
を
な
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
勾
欄
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ペ
ル
一
ア
ィ
は
他
の
宮
殿
建
築
が
怪
し
ま
な

か
っ
た
蛇
腹
の
上
に
直
接
、
窓
が
く
る
と
い
ふ
軽
率
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
窓
の
意
匠
や
比
例
、
叉
、
窓
と
壁
と
の
資
比
に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
窓
が
壁
と
の
関
係
に
於
い
て
全
睦
の
表
現
に
如
何
に
興
っ
て
ゐ
る
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
二
一
一
早
司

J
ぺ
お
じ
も
の
が
あ
る
。
ミ
ケ
ロγ
ツ
オ



の
パ
－
フw
y
w
Jォ

メ
デ
ィ
チ
は
本
よ
り
、
後
ち
の
パ
一
フ

y

ツ
オ

プ
シ

デ
ィ
、

ス
ト
ロ
ヅ
ツ
ィ
に
至
る
迄
の
多
く
の
ル
ス
テ
ィ
カ

パ
一
フγ
ツ
ォ

宮
殿
建
築
に
於
い
て
は
、
窓
は
そ
れ
の
周
闘
を
と
り
ま
く
一
つ
の
枠
の

な
か
に
い
れ
ら
れ
て
、
壁
面
の
装
飾
文
様
の
如
く
取
扱
ほ
れ
、
そ
れ
を

園
む
壁
の
壁
躍
と
し
て
の
機
能
の
表
現
を
妨
げ
て
ゐ
る
の
を
意
に
介
し

な
か
っ
た
か
の
や
う
で
あ
る
。

ピ
y

テ
ィ
に
於
い
て
は

パ
一
フW
J
W／
オ

か
う
い
ふ
平
面
装
飾
的
な
取
扱
は
全
然
、
排
さ
れ
た
。
窓
の
簡
素
な
形

式
と
相
倹
っ
て
、
壁
は
カ
柱
と
し
て
壁
践
の
機
能
を
十
分
に
護
揮
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
し
て
、
パ
ラ
汐
ツ
オ
ピ
さ
ア
ィ
の
雄
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大
宏
確
な
表
現
は
、
フ
ォ
ル
ネ
ジ
グ
ス
の
い
ふ
や
う
な
中
世
期
の
遅
咲

き
の
花
で
も
な
く
‘
フ
ァ
プ
リ
y

チ
の
読
く
や
う
な
パ
ラ
y
w
Jオ

グ
.:r. 

キ
ヨ
と
の
聯
想
と
は
全
く
類
を
異
に
す
る
。
そ
こ
に
は
中
世
期
的
な
も
の
と
の
つ
な
が
り
は
な
く
、
叉
、
ル
ネ
サ
シ
ス
開
始
の
首
初
に
於
い
て
有
し
た
や
う
な
、

中
世
組
的
な
も
の
か
ら
抜
け
出
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
も
な
い
。
古
代
ロ
1

マ
の
建
築
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
簡
素
に
し
て
重
々
し
く
雄
大

な
表
現
が
求
め
ら
れ
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
際
、
袋
飾
を
す
べ
て
排
し
て
、
規
模
の
雄
大
と
単
純
な
比
例
の
力
が
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
か
h
A
る
建
築
と
し
て
、
パ
一
フ
ご
／
オ
ピ
叫
ご
ア
ィ
は
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
の
他
の
作
品
の
如
く
、
殊
に
彼
の
最
も
晩
年
の
作
、
古
代
ロ

1

マ
の
原
理
に
従
っ
て
‘

趨
っ
た
一
段
と
し
て
の
空
間
の
構
成
を
目
指
し
た
マ
ン
ト
グ
ァ
の
サ
シ
ア
ン
ド
レ
ア
寺
院
と
同
じ
く
、
同
時
代
の
他
の
建
築
か
ら
は
全
く
か
け
離
れ
て
ゐ
た
o

－

そ
れ
は
異
っ
た
意
向
、
盛
期
ル
ネ
サ
シ
ス
の
そ
れ
か
ら
生
れ
出
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
個
々
の
細
部
形
式
を
よ
ろ
こ
ぶ
営
代
の
建
築
は
之
を
解
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
十
六
世
犯
の
み
二
フ
シ
y

ク
ル
ネ
サ
シ
ス
が
こ
の
ト
ル
ツ
を
完
成
さ
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
か
、
か
ふ
る
可
能

性
を
ば
、
後
年
バ
ロγ
グ
及
び
古
典
主
義
の
時
代
が
、
こ
の
建
物
の
改
装
と
蹟
大
を
目
論
ん
だ
際
に
、
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。



ピ
γ

一
ア
ィ
に
封
ず
る
と
き
、
こ
の
建
物
に
於
け
る
バ
ロ
ヅ
ク
以
後
の
附
加
物
を
忘
れ
勝
ち
で
あ
る
。
営
初
は
中
央
の
三

｛
一
）

個
の
入
口
と
上
馬
問
、
七
列
の
窓
を
有
ず
る
成
五
九
米
、
一
両
さ
三
八
米
の
略
々
黄
金
律
の
正
面
を
有
す
る
建
物
に
ナ
ぎ
な
か
っ
た
。
か

λ

る
建
物
と
し
て
‘
十
七

回
g
E

己
g

己
の
素
描
（
十
六
世
記
末
）
（
市
臨
）
及
ぴ
、
パ
ラ
ヅ
ツ
オ

我
々
は
今
日
、
現
存
の
パ
ラ
ッ
ツ
オ

世
紀
の
初
に
至
る
迄
、
略
全
日
初
の
姿
を
残
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、

ピ
γ

テ
ィ
と
ウ
フ
ィ

チ
と
を
結
ぶ
廊
下
に
掲
っ
て
ゐ
る
Z
円
・
H
H
U
ωの
某
資
姉
人
保
（
十
七
世
和
初
の
作
と
推
定
さ
れ
る
）
の
背
景
に
絢
描
か
れ
た
パ
一
フ
ッ
ツ
オ

明
ら
か
で
あ
る
（
胤
願
）
。
こ
れ
ら
の
岡
の
一
不
す
如
く
、
肢
に
〉

B
E
S
E

－
は
三
個
の
入
口
の
う
ち
中
央
の
み
を
残
し
て
、
他
を
窓
に
改
装
し
、
叉
、
上
暦
の

｛
一
一
｝

窓
の
意
匠
の
縫
っ
て
ゐ
る
の
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
軒
の
上
の
列
杭
臨
も
彼
の
冠
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
ふ
。
国

g
E

巳
g
t

の
素
描
に
見
え
る
雨
翼
の

ピ
γ

一
ア
ィ
の
闘
に

増
築
物
は
堕
に
計
萱
に
の
み
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
後
ち
の
前
庭
を
考
慮
し
て
の
横
大
へ
の
機
運
が
見
ら
れ
る
。
かL
る
蹟
大
に
よ
る
鑓
貌
は
一
六
二O

年
に
行
ば
れ
た
。
最
上
層
に
於
い
て
、
左
右
に
窓
軸
で
二
一
列
づ
＼
下
府
に
於
い
て
同
じ
く
左
右
に
入
列
づ
ヘ
横
大
さ
れ
、
中
央
部
一O
六
米
半
、
雨
翼
を

含
め
て
二
O
一
米
と
い
ふ
略
々
、
今
日
の
姿
を
と
る
に
至
っ
た
。
更
に
、
一
七
六
四
年
、
及
び
一
七
八
三
！
l

一
八
二
一
九
年
に
、
南
北
の
突
出
翼
廊
が
附
加
さ

（
一
一
一
）

れ
た
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
し
て
、
今
日
の
建
物
に
は
、
原
作
者
の
武
闘
し
な
か
っ
た
意
味
が
附
加
さ
れ
た
と
い
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
の

設
問
慨
は
敷
地
と
建
物
と
の
関
聯
に
先
づ
前
日
し
て
、
こ
の
地
上
の
有
ら
ゆ
る
私
人
の
建
物
の
う
ち
で
、
そ
れ
に
は
こ
れ
よ
り
も
遥
か
に
大
き
い
も
の
も
あ
る
が
‘

そ
の
ど
れ
よ
り
も
、
こ
の
既
場
は
今
日
迄
に
う
け
た
宏
抗
の
印
象
の
最
も
高
い
も
の
を
持
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
建
物
が
琵
り
に
な
っ
て
ゐ
る
丘
の
上
に
位
し
て
ゐ
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る
と
い
ふ
こ
と
と
、
そ
の
木
口
に
大
ぎ
な
規
模
と
が
こ
の
印
象
を
強
め
る
の
に
都
合
が
よ
い
と
説
き
起
し
て
、
弐
い
で
、
こ
の
建
物
そ
の
も
の
の
建
築
的
効
呆

に
闘
し
て
、
そ
れ
は
木
質
的
に
は
然
し
、
こ
の
規
模
に
封
し
て
、
殆
ん
ど
援
化
の
な
い
同
じ
形
式
が
反
覆
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
関
係
に
基
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
や
う
な
手
段
を
川
ゐ
て
慣
な
る
美
と
か
快
感
か
ら
逸
脱
し
よ
う
と
し
た
不
遜
な
巨
人
は
一
脱
誰
だ
ら
う
か
と
、
尋
ね
て
み
た
く
な
る
と
説
ぎ
進
み
‘
最
後

に
、
そ
の
唯
一
の
大
ぎ
な
竣
化
、
印
ち
、
最
上
層
を
中
央
部
に
限
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
う
‘
コ
ロ
ッ
サ
ァ
ル
の
効
呆
を
護
揮
す
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
科
の
塊
封
が
一
制
り
振
る
に
は
、
誰
か
超
人
的
な
人
が
計
算
を
行
っ
た
と
で
も
い
ふ
や
う
な
感
情
を
起
さ
せ
る
（
ロ

R
0
8
8

ロ
O
）
、
と
記
し
て
ゐ
る

の
は
、
明
ら
か
に
、
今
日
の
往
物
に
閲
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
表
現
の
モ
メ
シ
ト
ば
パ
ロ
ヅ
ク
の
作
家
の
利
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
は
い
へ
‘

既
に
治
初
か
ら
滅
さ
れ
て
ゐ
た
と
い
へ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
超
人
は
誰
あ
ら
う
、
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
に
い
は
る
ぺ
を
か
。



詰

各
層
問
。
逓
減
比
は
比
較
的
少
く
、
初
白
♀
口
刊
さ
一
一
二
・
王

O
米
、
第
一
一
、
第
三
庖
は
共
に
一
一
・
五

O
米
で
あ
っ
た
。
初
層
2
ニ
伺
0
1ヘ
口
は
高
さ
八
・
七O
米
、
幅
三
・
八O
米
、

上
陸
心
窓
は
窓
軸
の
間
隔
八
米
、
そ
の
大
い
き
は
、
幅
に
於
い
て
は
初
両
国
心
入
口
と
同
じ
く
、
高
さ
に
於
い
て
は
、
そ
れ
よ
り
柏
々
低
い
。
使
用
さ
れ
た
石
材
。
大
な
る
も
の
は

八
米
や
り
長
さ
を
有
ナ
る
。
とO
や
う
な
E
石
を
使
用
ず
る
と
と
り
出
来
た
り
は
、
背
後
が
石
切
揚
と
し
て
役
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
ο
列
柱
廊
に
つ
い
て
は
ヴ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
既
に
一
四
八
O
年
に
存
し
て
ゐ
る
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
十
宜
世
粗
末

ξ

推
定
さ
れ
る
フ
イ
レ
シ
ツ
エ
烏
敵
園
に
見
え
る
と
ο
建
物
は
列

柱
廊
を
有
し
な
い
で
、
普
通
り
帳
尾
根
に
な
っ
て
ゐ
る
。
兎
も
角
、
ア
ン
マ
ナ
テ
ィ
の
時
に
は
之
が
存
し
た
と

E

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
後
ち
に
、
一
六
二O
年
。
撰
大
O
と
き

に
鹿
止
さ
れ
て
、
今
日
。
や
う
な
軒
を
冠
ナ
る
に
至
っ
た
。

三
常
初
の
建
物
が
ど
心
科
度
迄
話
捗
し
て
ゐ
た
か
に
つ
い
て
は
、
精
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
十
五
世
紀
末
と
考
へ
ら
れ
る
フ
イ
レ
ン
ツ
エ
烏
敵
聞
及
び
グ
ア
サ

I

リ

。
第
二
番
目
。
窓
心
列
迄
と
い
ふ
説
言
に
徴
し
て
（
グ
ア
サ

l

リ
が
「
列
博
L

を
出
版
し
た
一
五
五O
年
に
於
い
て
は
向
ほ
常
初
の
佳
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
）
、
外
観
に
於
い
て

は
、
殆
ん
ど
完
成
に
近
か
っ
た
心
で
は
あ
る
ま
い
か
左
考
へ
ら
れ
る
。
ル
カ
ピ
ッ
テ
ィ
は
一
四
六
六
年
以
後
次
第
に
勢
力
を
失
墜
し
て
ゆ
き
、
晩
年
を
落
塊
の
裡
に
終
っ
た
心

で
あ
る
が
、
建
物
。
工
事
は
話
め
ら
れ
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
然
し
、
彼

O
死
後
は
殆
ん
ど
中
止
の
歩
感
心
催
、
一
五
五
O
年
コ
シ
モ
公
一
世
の
妃
エ
レ
オ
ノl
ラ

2
ず
に
移
り
、

か
く
し
て
、
ア
ン
マ
ナ
テ
ィ

O
改
装
が
施
さ
れ
、
同
時
に
そο
問
。
3
2

が
彼
心
意
回
心
佳
に
完
成
さ
れ
たO
で
あ
る
。
（
一
五
五
八
l

七
O
年
）
。
一
六
二O
年
。
擁
大
工
事

は
ア
ム
ナ
テ
イ
の
明
白
己
F
O
E
－
－
区
が
大
公
コ
シ
モ
二
世
心
命
を
う
け
て
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
憐
者
プ
エ
ル
デ
イ
ナ
ン
ド
二
世

ω
治
下
に
於
い
て
パ
リ
ギO
息
、

k
P
R
8
8

に
よ
っ
て
一
六
一
三
年
完
成
さ
れ
た
。
突
出
翼
廊
は
最
初
、
一
七
六
四
年
に
南
の
部
分
即
ち
〈

R
n
r
s
g
z
o

が
冨
ω
2
0
F
M
邑
一
言
R
n
F
2
0
切
0
3
m
w〉
E
5
0
0

命

に
よ
っ
て
建
築
家
E
5

・
河
口
m
m
目
。
ュ
ο
計
書
一
主
指
導
。
下
に
附
け
加
へ
ら
れ
、
次
い
で
大
公
戸
。
。
匂

O
E
H

が
之
に
相
臆
す
る
北O
翼
廊
を
一
七
八
一
二
年
に
着
工
し
、
之
を

3
2
・
3
n
n
g
口
広
が
一
八
三
九
年
に
至
ワ
て
竣
工
し
た
も
り
で
あ
る
。
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ー
を
了
一
一
了
三
l


